

























































































































尾崎紅葉 金色夜叉 1897 0 0 「意外に打たれたる」1
国木田独歩 牛肉と馬鈴薯・酒中日記 1901 0 0 「意外という12
島崎藤村 藤村詩集 1904 0 0 「意外に感じる」1
伊藤左千夫 野菊の墓 1906 4 0




森鴎外 青年 1910 1 0
森鴎外
?
1911 1 0 「意外に思う」1
岩野泡鳴 泡鳴五部作 1911－9 2 0 「意外に思う」1、　「意外に感じる」1
夏目漱石 彼岸過迄 1912 1 0
長塚節
? 1912 2 0
森鴎外 興津弥五右衛門の遺言 1913 0 0 「意外に被思」1
夏目漱石 行人 1914 ’1 0 「意外に思う」1、　「意外に感じる」2
夏目漱石 こころ 1914 0 0 「意外に相違ない」1
森鴎外 堺事件 1915 1 0
島崎藤村 海へ 1916－8 0 0 「意外に運ぶ」1、　「意外に感じる」1
芥川龍之介 奉教人の死 1916－240 0 「意外に思う」王
夏目漱石 明暗 1917 1 0 「意外という」1、　「意外に思う」2
芥川龍之介 地獄変・楡盗 1917－221 0
久米正雄 学生時代 1918 ? 0 「意外に驚く」1
菊池寛 藤十郎の恋・復讐の彼方に 1918一 0 0 「意外に思う」1
島崎藤村 新生 1919 0 0 「意外に思う」2
有島武郎 或る女 1919 1 0 「意外に思う」1
島崎藤村 嵐・ある女の生涯 1926．211 0
里見弾 多情仏心 1922 0 0 「意外に感じる」1
芥川龍之介 條儒の言葉・西方の人 1923．270 0 「意外に感じる」1
芥川龍之介 河童・或阿呆の一生 1927 0 0 「意外に感じる」1
山本健吉 葛西善蔵集 1928 1 0
島崎藤村 夜明け前 1929 1 0























































呂沢　口 回　　の 1927 0 2 0
μ」　　三 路傍の石 1937 0 2 0
小　　依 モオツルト・無常という 1946．42 0 7 0
石川淳 蓉跡のイエス・処　」胎 1947 0 2 0
道 ビルマの竪i墓 1947 0 2 0
大　　w 火 1951 0 5 0
上 あ　なろ物語 1954 0 2 0
冒永武多 の花 1954 0 4 0
三島由氾 金目寺 1956 0 4 0
謂高健 パニック・の王 1957 0 1 0
松　清張 点と 1958 0 2 0
三学　郎 忍ぶ川 1960 0 3 0
安。公一 砂の 1962 0 9 0
。五郎 さぶ 1963 0 1 0
北土 楡　の人びと 1964 0 33 2
割一淳之介 砂の上の　物 1964 0 1 0
阿川ム之 五　六 1965 0 3 0
由　子 ノ」・ 1965 0 3 1
吉左口子 洲の妻 1966 0 1 0
遠　。 沈黙 1966 0 1 0
司，諭、太郎 盗り　語 1966 0 20 1
星　一 民は弱し古　は強し 1967 0 1 0
五木　之 風に口かれて 1968 0 3 0
立、正秋 冬の旅 1969 0 2 0
田罷郎 孤高の人 1969 0 8 0
上ひさし プンとフン 1970 0 1 0
辺淳一 花埋み 1970 0 3 0
石川達三 春の蹉 1971 0 1 0
高野子 二　　の、点 1971 0 1 0
子 太郎物語 1973 0 1 10
百 エデプスの恋人 1977 0 1 0
、正彦 若き　愚者のアメリカ 1978 0 2 0
田辺聖子 源氏物語 1979 0 3 0
沢　　太郎 一瞬の 1981 0 5 2
赤川’良 土　に　　・！ 1982 0 1 1
塩　七生 コンスタンテノープルの陥没 1983 0 0 2
・上 の．りとハードボイルド・ワンダー一ンド 1985 0 2 0










。公房 ，、い 19500 0 0? 19520 0 0
19550 0 0
鉛の日 19570 0 0
になった 19570 0 0
≡人の生涯 19590 0 0
、　，、な死 1961 0 0 0
人の 19640 2 2 日　引用A 0 0
小　員 弱い胆婚 19620 0 0
自 19650 2 0
どちらで 19700 2 1
　　onい　・ス 0 0
るマン’・　き記 19600 5 0
澗にて 19660 0 0
幽霊 19600 0 0
、 0
目野　子 の　た 1954　　0 0 0
たまゆら 19590 0 0 思の　　11
が恋の墓、 19590 0 0
火とタ 19660 0 0
べったら 19660 0 0
人　の皮 19660 0 0
い暗い冬 19660 0 0
19660 0 0
7庸ﾌ 1967　　0 0 0
めての 1969　　0 1 0
ついた 19700 0 2
鵠
19720 0 0
エトールカ 197 0 0 0
らしの 19750 0 9
子 ハルタイ 19600 1 0
σ・、 1961 0 0 0
パッション 19630 1 0
白　人 19640 1 0
女のよ引ご 19660 2 0
い詰地 19680 0 0? 19680 1 0
白い　の童女 19690 1 0
苗　　こ 0 0
三．　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1965　　　　0 10　　　0
河野　，子 の 19620 0 0
日 19620 2 0
みち・ 19640 0 0
思いがけかい 1964　　0 0 0
日るく日 19650 1 0






















































1884も　　1881　　188　　　1883　　　　　　　　1885　　　　　　　　1887　　　　　　　　1889　　18986 1 88? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外に ? 0 0 1 0 1 2 0 0 0
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ら 1891189 1893 1894 1895 1896 1897 18981899190
見　し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出し 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0意外に ? 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1
意外と
? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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゜　　　1901　　　1902　　　190319041905　19061907 190819091910? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外に ? 0 2 0 0 1 1 2 2 2 0
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1911191 191319141915 1916917 1918919190
見　し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0? 0 1 1 0 3 0 1 0 2 1意外に 本文 0 0 1 0 3 0 1 1 2 0
意外と 出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0
19119 19231924195、■
見　し 0 0 0 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0? 3 4 4 1 1 23意外に ? 1 2 1 0 0 32






































゜　　1926　　1927　　1928　　1929　　1930　　　1931　　1932　　1933　　1934　　1935? 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0意外 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出し 1 2 6 2 5 6 11 6 9 4意外に 文 1 2 0 2 1 2 4 2 0 3
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1936193719381939 194019411942 194319441945? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外 文 0 0 0 0 0 0 00 0 0
出し 17 13 3 6 5 6 1 0 0 1意外に 文 4 2 0 1 1 2 0 0 0 0
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0・ 0 0 0 0
1946 1947 19481949195019511952 19531954 1955? 0 0 0 0 0 0 0 0 00意外 文 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
出し 0 0 0 1 0 0 0 2 1 1意外に ? 0 0 0 0 0 00 0 1 1
出し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0意外と 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
? 1956 1957195819591960、曇? 0 0 0 0 0 1意外 文 0 0 0 0 0 0
出し 5 1 0 4 4 123意外に 文 3 0 0 1 2 35



















用例 検索内容 1946－19501951－195519 6－1960
意外に 見出し 8 22 24



























意外に 見出し 62 132 65 44










用例 検索内容 1961－19701971－1980 1981－1990991－1999
意外と
見出し 1 7 11 18
本文 0 1 2 5
　見出しに現れた「意外と」は本文の中ではあまり使われていないことが分かった。それは見出しと本文とは
同じ筆者が書いたものではない可能性が高いのが原因だと考えられる。表10のデータによると、1970年以後、
朝日新聞での「意外と」の用例数は増加していく傾向が見られる。朝日新聞の1990年9月9日のコラム1慌
辞園》で「意外と、割と」にっいて、次のように述べている。
「00選手がアマで鳴らしたことは、意外と知られていない」
「サツマイモのケーキは、意外とおいしい」
「意外と」ではなく、「意外に」だ一というのだが、「なぜ」と聞かれると困る。まあ普通は、辞書にな
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いと答えているのだが．．．．．．。
「割といい服だ」一「割に」としたいのだが「割と」は辞書にある。「意外と」とは違い、押しつけら
れない。
「顔の汗をしきりとふく」一これも「しきりに」と直したいが、辞書にある。
言葉の使い方は難しい。元は「割に」「しきりに」だと思うが「割と」「しきりと」が辞書に公認されてし
まえば堂々と通る。これでは「に」と「と」の鴎llなど、理屈のっけようがない。
頑固おやじも、時代の流れにはお手上げである。
朝日新聞での「意外と」は最初1970年に紙面の見出しに現れている。そのコラムが書かれたのは1990年な
ので、もうすでに20年も経ってからのものである。論者は「意外と」の用法を批判したかったが、「割と」「し
きりと」などの例があるため、ただ時代の流れだからしょうがないと述べざるをえなかった。
国会会議での用例
　雑誌、新闘、ノ1・説の用法などの書かれた言葉の他、話し言葉の調査も行いたいと考え、実際の発言の内容を
テキスト化した国会会議録検索システムを利用し、昭和22年（1947）4月1日から平成17年（2005）12月
31日まで、国会議員及び大臣の衆議院・参議院での発言と答弁を対象として調べた。その「意外と」「意外に」
の用例数は次頁の表11にグラフとして示した（連用修飾の「意外」の例はなかったため、省略した）。
　表11によると、1947年から1965年までの間、国会での発言は「意外に」しか現れていなかった。1966年
から1970年までの5年間では「意外と」の用例数が21例に増えていtCeそれに対して「意外に」の用例数は
345例があり、圧倒的多数とも言える。しかし、「意外と」の用法が現れて以来、用例数は徐々に増加してい
く傾向が見える。逆に「意外に」の用例数は著しく減少していくことが分かった。1981年から1995年の15
年間は「意外と」「意外に」の交代朗だと言えるが、遂に1996年以後、「意外と」は逆転し、2001年から2005
年までの国会発言では「意外と」の用例数は「意外に」の倍近くあったということになる。
　1966年国会で最初に「意外と」の用例が現れた3例は次の通りである。
例54、送ってくれた人は、これは泌と安いし、おいしそうだからということであろうけれども、もらって
　　　みると、何かペテンにひっかかったような感じがしますね。（0板川委員衆一商工委員会一12号昭
　　　和41年03月08日）
例55、もしそういうことであれば、海外開発のための機関をせっかくつくっておいたにかかわらず、意牲と
　　　伸びない、利用度が少ないということはどこかに問題があるのだろう。（○板川委員　衆一商工委員会
　　　一24号昭和41年04月06日）
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表11国会会議録による1947～2005年「意外と」「意外に」用例数比較表
?【???
??『?『?????
???
????
???5
国会会議録による1947年一2005年「意外と」「意外に」用例数比較表
　479
218
17
　　　232216AR
＋意外と
一懸一意外に
1947－　　1951－　　1956－　　1961－　　1966－　　1971－　　1976－　　　1981－　　1986－　　1991－　　1996－　　2001－
50　　　　　55　　　　　60　　　　　65　　　　　70　　　　　75　　　　　80　　　　　85　　　　　90　　　　　95　　　　2000　　　　05
例56、おそらくこれは人間間でいえば婚約をした、婚約をして相当つき合ってみたら趣』と悪かったからも
　　　うおれのほうではごめんこうむる、こういうことだとすれば、私はごめんこうむるほうに社会的な非難
　　　があっても当然じゃないだろうかと思うのです。（0板川委員衆一商工委員会一46号昭和41年06
　　　月24日）
　この3例の発言者はすべて同じ議員（板川正吾／いたがわしょうごりである。参考として板川議員の国会で
の《意外》に関する発言を調べた。結果は「意外と」20例、「意外に」7例であった。「意外に」より「意外と」
のほうが多かったことが分かった。また、同じ発言のうちに《意外》が複数現れる場合もあった。例えば、次
の例57のようである。
例57、あと時間が三分しかありませんが、鈴木参考人に伺います。
　鈴木さんは経団連の代表ということで御出席願ったのだろうと思うのですが、魁と反対ではないという
　ので、実は意埜に考えておるのです。いま少し勇ましく反対してくれるのかと思ったら、意埜と反対しな
　いところを見ると、これは問題点はカプセルに詰めて地下三千尺に埋めてあるから大丈夫だろう、こう考
　えているのではないかと思うのですが、先ほどの意見の中で筋の通った改正案ならいい、こうおっしゃっ
　ておりますが、今度の改正案は財界として大体においてがまんできる、容認できる程度において筋が通っ
一28一
たものとお考えでしょうか。（0板川委員　衆一商工委員会一25号昭和50年06月18日）
国会での発言は、準備した原稿を読む他に、現場の状況に応じ、原稿なし発言する場合もあるので、「意外と」
の用例数が増える原因として、「意外に」と比べ、「意外と」のほうがやや話し言葉の表現であることがあげら
れよう。
結論と今後の課題
　笛1嗣的な用法として使われた「意外と」は、近代からの文献による調査で、最初の例は1904年の讃費新聞
であったが、その後は途切れ、そして60年代の半ば頃、幅広く使われたことが明らかになった。っまり、連
用修飾の「意外と」の成立期は明治後期であるかはまた再考の余地が必要であるが、本論の調査結果によると、
連用修飾の「意外と」は1960年代以降からごく一般に文学作品や新聞記事に使用されている。
　また、同じく韻1嗣的な役割をしている「意外に」と「意外と」両者の間には、用法と意味的な違いが存在す
るのかについて、例えば、例51のようである。
例51、見出し：巨人投手陣、謎好調　独走許した他チームの低迷　平松成長、阪神に気迫
　　　本文：セ・リーグのペナント・レース前半戦は巨人が独走した。シーズン前曜弱い、弱い”といわれた
　　　　　　巨人投手陣が、ブタをあけてみたら意埜と好調，（読売新聞、1970．　7．21朝刊11面）
「意外に好調」と「意外と好調」の違いは、見出しと本文で異なるというだけであろうか。あるいは、実際に
意味の違いがあるのであろうかなどといった課題は、まだ残っている。これらの問題を今後の課題として、よ
り多くの用例を集めて分析し、「意外と」「意外に」の意味の違いを明らかにしていきたいと考える。
襯
　以上の調査は文芸作品を中心に行った結果であったが、それ以外の資料の状況はどうなっているのかをもっ
と調べるはずであると思うので、たまたま古本屋で入手した1963年の『美しい十代』というファッション雑
誌（学習研究社）をっいでに調べた。偶然と言えるかどうhYま分からないが、連用修飾の「意外と」の例があ
った。その例は次である。
例58、ちょっと抵抗を感じましたけれど、同じ大きさの水玉なので意外ど”。
　　水玉と水玉も意外と似合います
　　　（『美しい十代8月号第一N録』p14　1963年8月1日発行）
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この例は本論が論じた文学作品の用例より早いので、そのきっかけで、戦後から60年代までの婦人雑誌も調
査しなければならないと思い、戦後直後ひまわり社による出版した『それいゆ』と『ひまわり』（文化女子大
学図書館蔵書）の婦人雑誌は知名度がかなり高い、そしてほぼ揃っている状態であるので（1946～1958）、そ
の内容について調べた。結果として、連用修飾の「意外と」は現れなかった。つまり、1960年以前には、「意
外と」の用例がまだ現れなかったということは改めて確認することができた。勿論、本論の調査は活字化の出
版物に限ったため、日常会話などの話し言葉の状況を論じることができない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明治大学文学研究科博士後期課程，日本文学専攻）
大槻文彦（1897）　『廣日本文典・同男1信司　勉誠社
山田孝雄（1908）　『日本文法論』　寳文館
国語調査委員会編纂（1916）　『口頭法・同別記1　勉誠社
山田孝雄（1937）
日寺薦己　（1941）
時1支誠言巳　（1950）
橋本進吉（1959）
松村明編（1971）
国立国語研究所編（1972）　　　　　　　　　　　　　　　　　秀英出版
maユ麟扁　（1983）
池」ニネ貞造　（1984）
飛田良文・浅田秀子編（1994）
仁田義雄（2002）
『日召不039彗三撤鯉程　（29）』
『昭和40年版文學選集（30）』
『増補史料大成左経記』
『氷，削　三浦綾子
『曽野綾子・倉橋由美子・河野多恵子集』現代日本の文学50（1971）　学習研究社
『阿部公房・小島信夫集』筑摩現イk文学大系77　（1976）　筑摩書房
『曽野綾子・倉橋由美子集』筑摩現代文学大系82　（1977）　筑摩書房
『司馬遼太郎燃えよ剣・奇妙さ』新潮現代文学46　（1978）　新潮lt二
『北杜夫幽霊・さびしい王様』新潮現代文学49　（1978）　新潮黍±
『曽野綾子木枯らしの庭・わが恋の墓標』新潮現代文学52　（1979）　新潮社
『日本文法學概論』　費文館
『国語学學原論』　岩波書店
『日本文法口語編1　岩波書店
『国文法膿系論』　岩波書店
『日本文法大辞典』　明治書院
幅ll用語の研究］　明治書院
『漢語研究の構捌　　岩波書店
　　　　　『現代畠1嗣用語辞典』　東京堂
幅1嗣的表現の諸相』　くろしお出版
　 　　　（1964）　　　日構t絵
　　　　　（1965）　日本文藝家協会
　　　（1965）　臨川書店
　（1965）　朝日新聞社
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雑誌『それいゆ』（1946～1958）　ひまわり社文化女子大学図書館蔵書
雑誌『ひまわり』（1947～1952）　ひまわり社文化女子大学図書館蔵書
「新潮文庫　明治の文豪」（CD－RaM版）　新潮社
「新潮文庫　大正の文豪」（（D－R（期版）　新潮社
「新潮文庫の100冊」（（D－ROM版）　新潮社
「太陽コーパス」　　（2005）　国立国語研究所編
「明治の讃費新聞」（1874．11．02～1912．07．31（］D邑R（期版）　讃費新聞社
「大正の讃費新聞」（1912．07．30～1926．　12．　24CD－R（期版）　讃費新聞社
「昭和の讃費新聞戦前1」（1926．12．・01～1936．　12．31DVI）版）　讃費新聞社
「昭和の讃費新聞　戦前ll」（1937．01．01～1945．12．31　DVD版）　讃費新聞社
「昭和の讃責新聞戦後1」（1946．01．Ol～1960．12．31　DVD版）　讃費新聞社
「昭和の讃費新聞戦後H」（1961．・01．Ol～1970．・12．31　DVD版）　讃壷新聞社
朝日新聞戦後見出しデータベース検索システム（1945～1999）　朝日新聞社
「聞蘭朝日新聞オンライン記事データベース検索システム（1984－2005）　朝日新聞社
国会会議録検索システム　国立国会図書館
東京大学史料編纂所デしタベース　東京大学史料編纂所
故宮「寒泉」古典文献全文検索資料庫　故宮博物院（台湾）
中央研究院漢籍電子文献轍全文検索系統　中央研究院（台湾）
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